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報 告 任期満了に伴う役員改選、全理事の留任が決定

№６ 天台スカウト・ニュース 平成２４年５月１０日
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第１１回日本アグーナリー大会を滋賀県で開催！！
期 日：平成２４年８月２日（木）～６日（月） 会 場：希望ヶ丘文化公園
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平成２４年８月２日（木）～６日（月）
の４日間、滋賀県の野洲市・竜王町・湖
南市にまたがる「希望ヶ丘文化公園」を
会場に第１１回日本アグーナリー大会が
開催されます（ＢＳ日本連盟主催）。

日本アグーナリーは、４年を周期に、
障がいのあるスカウト（特別な配慮を必
要とするスカウト）が相集い、海外を含
めた多くのスカウトたちとのキャンプ生
活を通じて、スカウト仲間としての心の
触れ合いと共通体験の中から、明るい希
望を持って積極的に社会生活に参加する
ことを目的に開催されてきました。

大会期間中の８月４日には天台宗総本
山である比叡山延暦寺への参拝が予定さ
れています。折しも同日の比叡山では、

比叡山宗教サミット２５周年記念「世界
宗教者平和の祈りの集い」が開催され、
世界各地の様々な宗教者が集い、世界平
和が祈念されます。天台宗スカウト連合
協議会と致しましても世界中のスカウト
に宗祖伝教大師のみ教えを布衍できるよ
う日本アグーナリーへの協力を計ります。

▲第11回日本アグーナリーロゴマーク

昨年は４年に一度の「第８回天台キャンポリー」が盛大に行われ全国の天台宗に
縁のあるボーイスカウト、ガールスカウトが比叡山に集い、発心会、一日回峯行、
キャンプファイヤー等の行事に参加しました。今年は役員改選の年で関係者と相談
の結果、全員留任ということになりました。今後の２年間、皆さんと色々協議を重

ねて次代を担う青少年の育成に努力し
ていきたいと思います。この活動は「そ
なえよつねに」をモットーに、「人の
お世話にならぬように、人のお世話を
するように、そして報いを求めぬよう
に」の方針に沿って活動をしています。
まさに天台宗の開祖「伝教大師最澄」
様の云われた「己を忘れて他を利する
は慈悲の極みなり」と諭されたお言葉
と同じなのです。

天台宗スカウト連合協議会
理事長 寺 本 亮 洞

▲源田俊昭師(左)、寺本亮洞師(中央)、羽生田寂裕師(右)
前期と同じ顔ぶれで今期も協議会の運営に取り組みます

平成２４年４月１７日に開催された「平成２４年度定例理事会」において、任期満了に伴う役員改選
が行われ、理事長の寺本亮洞師をはじめとする全役員の留任が決定しました（任期：平成２６年度の

定例理事会までの２年間。役員の構成につきましては４ページの役員名簿をご参照ください）。全役員

の留任にあたり、寺本亮洞理事長よりあいさつと今期の抱負をいただきました。
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▲森川探題と両内局を囲んでの記念撮影
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第８回天台キャンポリー特集

平成２３年７月２２日から２４日の３日間、比叡山延暦寺を会場

に第８回天台キャンポリーを開催。全国の天台スカウト２１７名が

集いました。１日目は結団式と音楽法要の後、森川宏映探題大僧正

導師のもと、大講堂にて参加者全員が発心会に臨みました。２日目

には延暦寺山内を舞台にクイズラリーを開催、参加者は楽しみなが

らも比叡山について学習しました。夜には営火を実施、各団が地域

の特色を活かした出し物を披露しました。最終日には団を超えた友

情が芽生え、それぞれが再開を約束して帰路につきました。

開催日：平成２３年７月２２日（金）～２４日（日） 会 場：比叡山延暦寺

結団式・音楽法要

▲天台スカウト三つの誓いを宣誓

▲スカウトらしく歌で法要を厳修

営 火

▲みんなで踊ろう！みんな友達だ！

▲天台ユースが営火を盛り上げた

宗教章特別講習

▲根本中堂での座禅実習で心を練る

▲実際の仏具を使って作法を学ぶ

信仰心の高揚

▲毎朝、根本中堂の朝事に随喜した

▲仏様が身近な存在になったかな？

発心会

▲全員が仏の子として誓いをたてた

▲初めてのお剃刀。緊張の場面

野外プログラム

▲目的地はどこ？みんなで考えよう

▲延暦寺は知らない事だらけだ！
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▲山本健二団委員長より富士章が授与された

天台スカウトが富士章を受章

天台１団(大津１２団)の中野哲嗣くんが平成２３年度富士章を受章！
平成２３年８月２７日、大津市坂本の生源寺において、

天台１団(大津１２団)ベンチャー隊中野哲嗣スカウトの富

士章授与式が執り行われました(大津１２団主催)。日没後、

山川直之隊長及び山内健太郎副長が見守るなか、中野スカ

ウトは先輩・後輩スカウトへ自身の｢ちかい｣と｢おきて｣の

実践について報告し、富士スカウトとしての意気込みを述

べました。授与式では、まず宗教儀礼を執り行い、活動拠

点である生源寺のご本尊に中野スカウトの富士章受章を奉

告しました。その後、山本健二団委員長より栄えある富士

章が授与されました。中野スカウトは東日本大震災復興ボ
ランティアにも参加し、現在も奉仕の実践に励んでいます。

平成２３年９月１７日（土）～１９日（月）、岐阜県不破郡関ヶ原
町のグリーンウッド関ヶ原を主会場に「第１３回天台青年スカウ

トシンポジウム」（実行委員長：天台１団 大谷和史くん）が開催さ
れ全国から９名の天台青年スカウトと２名の来賓が参加しました。
第１３回シンポジウムのテーマは「輪～∞～」とし、野外活動を通
して他団のスカウトとの交流を深め、また今後の天台青年スカウト
シンポジウムについて考えることを目的に企画しました。 ▲シンポジウム参加者で記念写真

１日目は参加者の懇親を深めるプログラムを実施。また、ディス

カッションでは「天台ユーススカウトの次なるステップ」をテーマ
に、意見を交わしました。具体的には天台宗のユーススカウトの枠
を超え、他宗派のユーススカウトの活動に参加したり、仏教スカウ
トベンチャーフォーラムに積極的に参加し、他団との繋がりを新た
に構築することが挙げられました。また、参加者の原隊の行事に他

団の天台ユースを招待するなど、天台ユースの中でも交流を活発に
することを決めました。２日目は宗教儀礼を終えた後に、野外プロ
グラムとしてラフティングを体験しました。なお、次回のシンポジ

▲ラフトに乗って激流の川を下った ウムは東日本大震災の復興支援活動を８月に予定しています。

天台青年スカウト特集
第１３回天台ユースシンポジウム ～ 輪 ∞ ～

第２８期 仏教章第２教程講習会を比叡山延暦寺で開催
平成２４年３月２６日（月）～２８日（水）の２泊３日の日程で第２８期仏教章第２教程講習会が

比叡山延暦寺の居士林において開催され、全国から４６名のスカウト（中学生～大学生）が参加しま

した。昨年は東日本大震災の影響により中止を余儀なくされ、１年ぶりの開催となりました。日本仏
教の母山である比叡山での講習会には天台宗のスカウトのみならず、仏教各宗派のスカウトが参加す
ることが特色といえます。今期の講習会には天台宗の他に真言宗、浄土宗、曹洞宗、日蓮宗、浄土真

宗本願寺派、真宗大谷派、浄土真宗高田派のスカウトが参加しました。講習会では宗祖の伝記や天台
宗の教義などの講義、仏教聖歌や坐禅止観、仏壇の荘厳、写経の実習、深夜２時からの一日回峯行を

実施しました。その他にも食事作法や日常生活の指導も行われ、普段と全く異なる環境で緊張づくめ
のスカウトたちでしたが、修了式の法楽では研修生が導師を務めるなど、頼もしい姿をみせてくれま

した。今後、寺院での奉仕実績（第３教程）を積んだスカウトには栄えある仏教章が授与されます。

▲止観作法について学ぶ ▲一字一字に集中しながらの写経 ▲閉講式の導師を務めたスカウト
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◎ホームページを開設しました!(http://www.tendai-scout.jp)詳しくは で検索 !

皆さんの情報をお寄せください

天台宗スカウト連合協議会公式ホームページ

平成２４年５月１０日 天台スカウト・ニュース №６

第２９期 天台宗仏教章第２教程講習会開催のお知らせ

平成２５年３月２６日(火)～３月２８日(木)
於：比叡山延暦寺西塔居士林

参加資格

１．登録完了のボーイスカウト１級以上・ベンチャー・

ローバースカウト

ガールスカウトはレンジャー以上

２．次の４項のうち一つ以上をみたすもの

(１)天台宗の教えに篤い信仰の心をもつスカウト

(２)天台宗寺院が育成する団に所属するスカウト

(３)家の宗派が天台宗であるスカウト

(４)天台宗僧侶の指導を受けたスカウト

３．第１教程修了者（ガールもこれに準ずる）

※平成２５年１月下旬に天台各団宛にご案内致します。

天台スカウト 検 索

▲『年少スカウトハンドブック』の一部

お知らせ

『天台宗スカウトハンドブック』・『年少スカウトハンドブック』を出版

第８回天台キャンポリーの記念事業の一環として『天台

宗スカウトハンドブック』を改訂出版致しました。改訂内

容はＢ７版への縮小、文字の拡大と漢字へのルビふり、文

章の平易化です。また、年少スカウトを対象にした『天台

宗年少スカウトハンドブック』を新たに出版致しました。

こちらもＢ７版ですが、文章を少なくし、イラストを多く

使うことで年少スカウトでも信仰について興味がもてる内

容になっています。檀信徒様や寺族の教化資料としても十

分活用できる内容です。希望者へは頒布致しておりますの

で、天台宗務庁社会部内ＢＳ係までお問い合わせください。

一般社会へ天台宗務庁の公益性が浸透 滋賀連盟 第２８７回
天台宗務庁でボーイスカウト講習会を開催 滋賀連盟 第２８８回

平成２３年１１月６日（日）、平成２４年２月１２日（日）に
滋賀連盟第２８７回、第２８８回ボーイスカウト講習会が天台
宗務庁中会議室を会場に開催され、合わせて２２名が講習生と
して参加し、スカウト運動について理解を深めました。
ボーイスカウト講習会は成人指導者がスカウト教育の原理と

基本的な方法を、その活動を体験することにより、正しく理解
することを主たる目的としています。講習会では講義や野外活
動が実施され、参加者はスカウト体験をすることでスカウト運
動に対する理解をさらに深めました。また、近年、天台宗務庁
における講習会の開催が定着し、普段あまり接点がない一般の
方々が天台宗務庁に来庁されることで、一般の方々にとって天
台宗がより身近な存在となりつつあるように感じられます。▲講師の説明を熱心に聴き入る参加者

天台宗スカウト連合協議会公式ホームページでは、

天台宗スカウト連合協議会の行事や各種資料などを掲

載しておりますが、全国各地で活動している天台スカ

ウトたちの姿を掲載することにより、「自団の活動の

参考や刺激やになれば・・・」とも考えております。

天台スカウト各団でユニークな活動、面白い行事等

有りましたら公式ホームページに掲載致しますので、

scout@tendai-scout.jp へ是非ご一報下さい。

スカウト活動（教育）とは？
今から１００年前にイギリスのベーデン・パウエル卿

によって始められた「よき市民」を育てるための青少年

教育活動のこと。今日、全世界１５６カ国２,５００万

人のスカウトがいます。その目的は、本来斥候術（スカ

ウティング）であり、相手を偵察するには「知恵」「知

識」「技術」「勇気」「観察」「協同」などが必要で、それ

らを大自然の中で学ばせますが、そのとき人間の力が及

ばない世界があることを知り、宗教の存在意義を知るこ

とになります。そこで、スカウト教育では、スカウトた

ちに「明確な信仰をもつ」ことがすすめられています。

したがってスカウト運動は、多くの社会教育団体がある

なかで「宗教(信仰)」をベースにした唯一の社会教育運

動であるといえます。

天台宗スカウト連合協議会役員名簿

任期：平成２４年度総会～平成２６年度総会

理 事 長：寺本亮洞（東久留米２団）

副理事長：源田俊昭 （足利１団） 羽生田寂裕 （京都７７団）

常任理事：吉川廣隆 （村山１団） 山本健二 （大津１２団）

林 敬順 （稲沢９団） 當麻 蓁 （東京１５０団）

小鴨覚俊 （大津１２団）

理 事：葉上彰保 （浅口３団） 神原彰仁 （倉敷１４団）

多田孝正 （秦野１団） 久保田由実子（滋賀１４団）

小堀光實 （大津１２団） 茅原隆之 （浅口３団）

相 談 役：幹 榮盛 （加古川２団）


